








結語 

従来ウイルス腫瘍,仮性半陰陽および腎症の3者を合併したものをDrash症候群としていた

が,前2者のいずれか1つと腎症を合併したものでもその腎病変は基本的にはdiffuse mes

angial sclerosis であり,腎症状も同様の経過をとることが多く,従ってこれら全ての場

合を含めて Drush 症候群とすることが妥当と思われる。 


